
　信用金庫は、地域の中小企業や住民のみなさまのため
の会員制度による協同組織の地域金融機関です。会員は
出資口数に関係なく、一人1票の議決権を持ち、総会を
通じて当金庫の経営に参加することになりますが、当金
庫は会員が多いため、総会の開催は事実上困難です。
　そこで、当金庫では会員のみなさまのご意見を経営に
適正に反映するため、総会に代えて総代会制度を採用し
ています。
　総代会は信用金庫法により、決算事項、取扱業務の決
定、理事・監事の選任等の重要事項を決議する最高意思
決定機関であり、会員のみなさまお一人おひとりの意見
が当金庫の経営に反映されるよう、選任区域ごとに総代
候補者を選考する選考委員会を設け、会員の中から適正
な手続きにより選任された総代によって運営されてい
ます。
　なお、総代会の運営に関するご意見やご要望につきま
しては、お近くの営業店までお寄せください。

●総代の選任方法
　総代は、会員の代表として、会員の総意を当金庫の経
営に反映する重要な役割を担っています。
　総代の選考は、次の手続きを経て選任されます。

①会員の中から総代候補者選考委員を選任する。
②総代候補者選考委員が会員から総代候補者を選考する。
③総代候補者の氏名を店頭掲示する。
④会員が総代候補者を信任する（異議申出ができます）。
⑤会員の代表として総代に委嘱する。

●総代候補者選考基準
①資格・基準
・当金庫の会員であること。

②適格基準
・総代として相応しい見識を有している方。
・良識をもって正しい判断ができる方。
・人格にすぐれ、金庫の理念・使命を十分理解している方。
・その他総代候補者選考委員が適格と認めた方。

●総代が選任されるまでの手続きについて

■総代会制度について

総代会制度

第101期 飯田信用金庫通常総代会

総代会は、会員一人ひとりの意見を適正に
反映するための開かれた制度です。

③理事長は、総代候補
者氏名を店頭掲示
し、所定の手続きを
経て、会員の代表と
して総代を委嘱

①総代会の決議に基づ
き理事長が選考委員
を委嘱し、選考委員
の氏名を店頭掲示

　ただし、総代会の決
議は理事会の決議を
経なければならない

④決算に関する事項、理事・監事の
選任等重要事項の決定

総 代 会
会員の総意を適正に
反映するための制度

会   員
選考委員 総 　 代

候 補 者

総 代

②選考基準に基づき総代候補者を選考

①総代候補者選考委員の選任

②総代候補者の選考

③総代の選任

総代会の決議により、選任区域ごとに会員のうちから選考委員を委嘱

地区を14区の選任区域に分け、選任区域ごとに総代の定数を定める

選考委員の氏名を店頭に掲示

選考委員が会員のうちから
総代候補者を選考

理事長に報告

総代候補者氏名を
1週間以上店頭掲示

選任区域の会員数の1／3
以上の会員から異議の
申出があった総代候補者

右記掲示について南信州新聞に公告

（b）他の候補者を選考

理事長は総代に委嘱

（a）欠員（選考を行わない）

総代の氏名を店頭に1週間以上掲示

会員から異議がない場合
　または
選任区域の会員数の1／3未満の
会員から異議の申出があった総代
候補者

当該総代候補者が選任区域
の総代定数の1／2以上

当該総代候補者が選任区域
の総代定数の1／2未満

（a）（b）いずれか選択

異議申出期間
（公告後2週間以内）

（
前
記
②
以
下
の
手
続
き
を
経
て
）
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●第101期通常総代会
　令和7年 6月13日開催の第101期通常総代会におきまして、次の議案が報告決議されました。
【報告事項】
▪第101期（令和6年 4月1日から令和7年 3月31日まで）業務報告、貸借対照表および損益計算書の内容報告の件

【決議事項】
▪第1号議案  剰余金処分案承認の件
▪第2号議案  会員の除名の件
▪第3号議案  任期満了に伴う役員改選（理事12名・監事4名）の件
▪第4号議案  退任役員に対する退職慰労金贈呈の件

●総代の氏名 令和7年 7月1日現在119名（敬称略・順不同）　※氏名の後の数字は総代への就任回数を表しています。

◆1区　旧飯田（人数：5）「橋北支店」
三村　勇二⑦・森竹　和己④・丸山　哲弘②・小畑　　秀②
小林　和博①

◆8区　北部・竜東地区（人数：5）「喬木支店」
野島　　登⑦・松澤　　徹⑥・市瀬　光一⑤・大平　敏一①
近藤　英二①

◆2区　旧飯田（人数：12）「本店営業部」
齊藤　勝久⑥・福澤　栄夫⑤・中村洋次朗④・伊坪　　眞④
大場　明宏③・武井　清彦③・中島　律子③・小林　　伸②
長坂　亘治②・川手　清彦①・平栗　俊夫①・吉川　昌利①

◆9区　北部・竜東地区（人数：10）「高森支店・豊丘支店」
宮下　裕次⑤・西條　和男④・三石　克己④・片桐日出樹③
堀口　政経③・曲淵　寛人①・滝澤　佳人①・昼神　活由⑤
田中　孝志④・佐々木俊一①

◆3区　旧飯田（人数：8）「西支店」
外松　　實④・山村　晃弘④・井伊　德葊③・勝間田　剛③
太田　佳広①・伊藤　桐人①・平沢　隆博①・前田　　薫①

◆10区　北部・竜東地区（人数：9）「大島支店」
桃沢　　傳⑤・林　　宗広⑤・小澤　　悟③・高島　敏之③
小林　浩幸③・大林　　剛②・丸山　道成①・鹿養　広司①
福島　和也①

◆4区　旧飯田（人数：5）「上飯田支店」
篠田　和秀⑦・渡辺　武彦⑤・小林　義尚④・小林　直樹②
細田　吉勝②

◆11区　伊賀良・山本を含む西部地区（人数：12）「伊賀良支店・山本支店」
原　　隆澄⑦・横田　敏彦⑥・後藤　茂隆⑤・土屋　茂博④
宮下　貴好④・松澤　光政④・佐藤　幸一③・熊谷　嘉隆②
小田切通利⑧・浜島　保人③・石田　　誠①・竹村　政英①

◆5区　鼎・上郷・松尾地区（人数：13）「鼎支店・切石支店・名古熊支店」
五十君親彦④・赤羽　宏文③・吉津　康則①・原　　秀一①
福澤　芳一④・夏目　佳春④・野沢　稔弘③・松下　勝彦③
花井　孝文②・大蔵　哲二①・伊藤　美明④・玉置　秀隆③
久保田栄一③

◆12区　伊賀良・山本を含む西部地区（人数：6）「駒場支店」
中島　秀明⑥・山口　清幸④・岡本まり子④・小澤　寛樹③
浜島　弘尚②・熊谷　安倫②

◆6区　鼎・上郷・松尾地区（人数：7）「松尾支店」
後藤　大治⑥・山下　大輔⑥・藤本　和明②・市瀬　和繁①
熊谷　　彰①・落合鉄太加①・木下　裕亮①

◆13区　竜峡・阿南地区（人数：9）「桐林支店・時又支店」
仲川　正博④・新井　通夫③・木下　貴志③・塚平　一人③
小林　佳人①・加藤　直樹④・小木曽　俊④・西尾　仁志④
中村　拓実③

◆7区　鼎・上郷・松尾地区（人数：9）「上郷支店・城東支店」
宮澤　民人⑦・岩崎　計利⑤・手塚　宏行⑤・小平　善信④
小山　忠孝①・木下　祐一②・土屋　秀文①・鈴木　文雄①
熊谷　政芳①

◆14区　竜峡・阿南地区（人数：9）「阿南支店・新野支店・天龍支店・南信濃支店」
松澤　和彦④・杉本　文良③・勝又　　進③・早野　　晶①
勝野喜代始⑤・後藤　文登⑤・福士　和成①・清水　良彦②
小林　文人②

●総代の属性別構成比
職業別 年代別 業種別

法人役員
94.1%

個人 0.8%個人事業主
5.0% 40代

1.6%

50代
25.2%

60代
42.0%

70代
31.0%

建設
28.5%

製造
30.2%

小売
14.2%

卸売
10.0%

宿泊 2.5%
その他
14.2%
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■所在地地図

店舗一覧・所在地地図

●店舗外キャッシュコーナー ●全日稼働  ●平日・土曜日稼働

●阿南ショッピングセンター ●イオン飯田アップルロード店 ●キラヤ黒田店 ●喬木村役場 ●平安堂飯田店
●アピタ飯田店 ●イオン飯田店 ●キラヤ竜丘店 ●高森パース店 ●平安堂座光寺店
●飯田市役所 ●キラヤ伊賀良店 ●下條小学校入口 ●豊丘村役場 ●MEGAドン・キホーテUNY高森店
●飯田市立病院 ●キラヤ鼎店 ●西友鼎店 ●根羽
●飯田病院 ●キラヤ上飯田店 ●西友伊賀良店 ●ファミリーマート松尾明店

●本部
〒395-8611 飯田市本町1-2
TEL.0265-22-4321 FAX.0265-53-6625
□理事席
□監査部
□総合企画部 経営企画課・経理課
□総務部 総務課・コンプライアンス課
□人事部 人事課
□営業統括部 業務CS推進課・ビジネスソリューション課・ライフサポート課
□地域サポート部 地域サポート課・しんきん南信州地域研究所
□資金運用部 資金運用課
□融資部 審査課・融資管理課
□事務部 事務集中課・事務サポート課・システム課

●しんきんプラザ　みらとも
〒395-0804 飯田市鼎名古熊2514-1

 0120-841-160

令和7年 7月1日現在

稼働時間等、詳しくはHPを
ご覧いただくかお取引店へ
お問い合わせください。
店舗外ATM一覧➡

■店舗一覧 全店舗のATMコーナーにAEDを設置しています  貸金庫設置店  昼休業導入店

1 本
ホ ン

店
テ ン

営業部 

〒395-8611
飯田市本町1-2
TEL.0265（22）1701
FAX.0265（22）1733
常勤理事 本店営業部長

原　　浩司

6 橋
キョウ

北
ホ ク

支店 

〒395-0015
飯田市江戸町1-9
TEL.0265（22）4030
FAX.0265（22）4032
支店長

仲田　貴之

5 阿
ア

南
ナ ン

支店 

〒399-1501
阿南町北条2016-1
TEL.0260（22）3311
FAX.0260（22）2598
支店長

原　　幸雄（兼務）

9 新
ニ イ

野
ノ

支店 

〒399-1612
阿南町新野2030-1
TEL.0260（24）2321
FAX.0260（24）2945
支店長

原　　幸雄（兼務）

3 西
ニ シ

支店 

〒395-0086
飯田市東和町1-4-6
TEL.0265（22）2625
FAX.0265（22）4194
支店長

福島　勝治

� 天
テ ン

龍
リュウ

支店 

〒399-1201
天龍村平岡1281-7
TEL.0260（32）2023
FAX.0260（32）3615
支店長

鈴木　知行（兼務）

本店グループ 西支店グループ

阿南支店グループ

� 上
カ ミ

飯
イ イ

田
ダ

支店 

〒395-0076
飯田市白山町1-1-5
TEL.0265（52）3211
FAX.0265（52）6507
支店長

林　　雅規

� 南
ミナミ

信
シ ナ ノ

濃支店 

〒399-1311
飯田市南信濃和田1138-1
TEL.0260（34）5115
FAX.0260（34）5390
支店長

鈴木　知行（兼務）

IIDA SHINKIN BANK HOTLINE 202515



7 駒
コ マ

場
バ

支店 

〒395-0303
阿智村駒場374-1
TEL.0265（43）2211
FAX.0265（43）2868
支店長

松澤　弘幸

4 喬
タ カ

木
ギ

支店 

〒395-1101
喬木村939-1
TEL.0265（33）2500
FAX.0265（33）3385
支店長

佐々木剛夫

� 切
キ リ

石
イ シ

支店 

〒395-0807
飯田市鼎切石3818-1
TEL.0265（22）9876
FAX.0265（22）9800
支店長

平栗　洋臣

� 松
マ ツ

尾
オ

支店 

〒395-0816
飯田市松尾久井2227-4
TEL.0265（52）5211
FAX.0265（52）5214
支店長

筒井　　潤

� 上
カ ミ

郷
サ ト

支店 

〒395-0004
飯田市上郷黒田443-13
TEL.0265（52）1311
FAX.0265（52）6524
支店長

熊谷　　健

2 鼎
カナエ

支店 

〒395-0817
飯田市鼎東鼎103-3
TEL.0265（22）2725
FAX.0265（22）2724
支店長

山田　幸生

� 名
ナ

古
ゴ

熊
ク マ

支店 

〒395-0804
飯田市鼎名古熊2514-1
TEL.0265（53）6633
FAX.0265（53）6665
支店長

山下　　淳

� 城
ジョウ

東
ト ウ

支店 

〒395-0003
飯田市上郷別府3309-1
TEL.0265（23）4411
FAX.0265（52）5809
支店長

牧内　憲一

� 大
オ オ

島
ジ マ

支店 

〒399-3303
松川町元大島1587-2
TEL.0265（36）3211
FAX.0265（36）5568
支店長

田中　徹也

� 桐
キ リ

林
バヤシ

支店 

〒399-2565
飯田市桐林1036-1
TEL.0265（26）7050
FAX.0265（26）7377
支店長

原　　健二（兼務）

� 時
ト キ

又
マ タ

支店 

〒399-2563
飯田市時又555-5
TEL.0265（26）9111
FAX.0265（26）7508
支店長

原　　健二（兼務）

桐林支店グループ 切石支店グループ

※店番23（旧東
ヒガシノ

野支店）は、平成30年9月18日
の西支店との統合により欠番となっています。

8 伊
イ

賀
ガ

良
ラ

支店 

〒395-0157
飯田市大瀬木1115-3
TEL.0265（25）7021
FAX.0265（25）7043
支店長

原　　邦彦（兼務）

� 山
ヤ マ

本
モ ト

支店 

〒395-0244
飯田市山本2335-1
TEL.0265（25）6821
FAX.0265（25）3808
支店長

原　　邦彦（兼務）

伊賀良支店グループ

� 高
タ カ

森
モ リ

支店 

〒399-3102
高森町吉田2194-5
TEL.0265（35）5511
FAX.0265（35）6398
支店長

山崎　一成

� 豊
ト ヨ

丘
オ カ

支店 

〒399-3202
豊丘村神稲147-1
TEL.0265（35）8800
FAX.0265（35）8811
支店長

熊谷　和洋

高森支店グループ
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総 代 会

営 業 店

理 事 会

常勤役員会
理 事 長
専務理事
常務理事
常勤理事

常勤監事

非常勤監事

監 事 会

非常勤理事

本 部

監 査 部

総 合 企 画 部

総 務 部

人 事 部

営 業 統 括 部

地域サポート部

資 金 運 用 部

融 資 部

事 務 部

経 営 企 画 課

経 理 課

総 務 課

コンプライアンス課

人 事 課

業務CS推進課

ビジネスソリューション課

ライフサポート課

しんきんプラザ　みらとも

地域サポート課

しんきん南信州地域研究所

リニア・三遠南信対策室

資 金 運 用 課

審 査 課

融 資 管 理 課

事 務 集 中 課

事務サポート課

相続センター

シ ス テ ム 課

● 内部管理、リスク管理態勢の検証

● 経営計画の立案・管理、総合収益管理

● 事業予算管理、主計業務

● 総代会運営、出資業務、設備等管理、庶務

● 苦情等対応の統括、不正防止

● 労務管理、人材育成、福利厚生

● 商品・サービス等の企画、施策の策定、後援団体

● 企業のライフステージ別ソリューション、事業性取引支援、SYMS

● 個人融資の企画・推進、預かり資産、年金・相続・信託

● 個人ローン相談・受付、各種相談受付、セミナー企画・運営

● 地方公共団体等との産業振興、地方創生

● 地域課題の研究・提言

● リニア・三遠南信自動車道に関する情報収集・発信

● 資金・有価証券運用

● 融資案件の審査

● 信用リスク管理、企業経営改善支援

● 各種業務の集中処理

● 営業店事務支援、外国為替業務

● 相続の相談・手続

● 各種システム管理、サイバーセキュリティ対策

役員一覧・組織図

■常勤役員

■非常勤役員（職員外）

■組織図 令和7年 7月1日現在

後列

後列

前列

前列

【常勤監事】

柴
しばた

田 雄
ゆうじ

二
【常勤理事】

石
いしだ

田 光
みつお

男

【監事】

濱
はましま

島 英
ひでと

仁

【常勤理事】

原
はら

 浩
こうじ

司

【監事】

木
きのした

下 茂
しげる

【常勤理事】

福
ふくもと

元 忠
ただし

志

【監事（員外）】

篠
しのだ

田 知
ともなり

也

【常務理事】

桑
くわやま

山 修
おさむ

【理事】

萱
かやがき

垣 光
こうえい

英

【専務理事】

木
きのした

下 博
ひろふみ

文

【理事】

大
おおたなか

田中 峰
みねお

雄

【理事長】

宮
みやじま

嶋 徹
とおる

【理事】

片
かたぎり

桐 義
よしのぶ

宣

【常務理事】

林
はやし

 和
かずし

志

【理事】

林
はやし

 秀
ひでとし

壽
【理事】

鋤
すきがら

柄 富
とみお

男
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環境への取り組み
　当金庫は、飯田下伊那に本店・支店を置く地元金融機関として、金融を通じて地域の経済発展に寄与することはも
とより、豊かな自然に囲まれた地域を未来に残していく責任を感じています。
　経済・文化貢献に加えて、環境改善に取り組むことは企業住民としての責務と考え、この目的をより合理的・効果的
に達成するための手段として、国際的な環境マネジメントシステム規格であるISO14001の認証を、当金庫グループ
として取得しています。

①事業活動における環境負荷軽減の取り組み
　温室効果ガス削減のため電力等エネルギー使用量の削減
に取り組み、令和6年度の二酸化炭素排出量（＊1）は
ISO14001取得年度である平成12年度に比べ65.2%、SDGs
目標基準年度である平成25年度に比べ53.7%削減すること
ができました。この結果、預金1億円あたりの二酸化炭素排出
原単位（＊2）は0.10トンとなり、平成12年度に比べ80.0%、
平成25年度に比べ65.5%減少しています。

（＊1）二酸化炭素排出係数は、環境省ホームページの資料（エコアクション21の換算表
など）を使用しています。

（＊2）二酸化炭素排出原単位とは、預金量1億円あたりの電力等エネルギー使用による
二酸化炭素の排出量を表しています。

◆電力等エネルギー使用による二酸化炭素排出量の推移

②環境情報の発信等
●飯田市の「燃やすごみ」袋へ当金庫の広告を掲載
　（広告料は飯田市の環境改善政策に活用されています）
●地域ぐるみ環境ISO研究会への参加
●長野県環境保全協会事業への参加
●SDGs宣言による環境負荷削減への取組実施
●本店ビルでのCO2フリー電気の使用
●空調冷媒攪拌装置の導入
●EVの導入

■二酸化炭素排出量の削減や廃棄物のリサイクルをすすめています。

環　境　方　針
1.基本理念  ����������������������
　飯田信用金庫及び関連会社は、飯田・下伊那地域に本店をお
く企業として、地域環境・地球環境の保全活動に取り組むことの
重要性を認識し、役職員・社員一人一人が毎日の業務を通じて、
地域の環境改善や文化創造への貢献に積極的に取り組みます。

2.基本方針  ����������������������
（1）当金庫及び関連会社の全ての事業活動が環境に与える影
響を、適切に評価し改善するための管理システムを構築・運用
し定期的に見直すことによって、継続的な環境改善と汚染の予
防に努めます。
（2）環境改善や汚染の予防の取組に関連して、法令、条例等の
規制及び当金庫及び関連会社が同意するその他の基準等を遵
守し、技術的、経済的に可能な範囲で一層の環境保全に取り組
みます。
（3）継続的な環境改善と汚染の予防のため、優先的に取り組む
項目を設定し、定期的に見直します。
（4）積極的な社内広報活動や計画的な環境教育の実施により、
当金庫役職員·社員全員の環境保全に関する意識を高めるとと
もに、持続可能な資源の利用、気候変動の緩和及び気候変動へ
の適応、生物多様性及び生態系の保護に努めます。
（5）この環境方針は、当金庫及び関連会社の施設内で働く全て
の人々に周知するとともに、一般に開示します。

■EMSの導入によりコスト削減効果も生ま
れています。

■融資商品を通じて二酸化炭素排出量の削
減に寄与しています。

　EMS（環境マネジメントシステム）を導入したことに
より、令和6年度までの25年間で約4億37百万円のコス
ト削減効果がありました。

　二酸化炭素排出量削減に効果のある商品の購入に際
しての融資金利を優遇する住宅関連ローンを取り扱っ
ています。
　お客さまにご利用いただくことで二酸化炭素排出量
の削減に寄与しています。

●EMS取組以降の投資額とコスト削減効果

平成12年度 平成25年度 令和6年度
電力等エネルギー使用による

CO2排出量（t-CO2） 1,903 1,432 663

預金量（億円） 3,790 4,782 6,128
CO2排出原単位 0.50 0.29 0.10

0

500

1,000

1,500

2,000

平成12年度 平成25年度 令和6年度
0

0.3

0.6

電力等エネルギー使用によるCO2排出量（t-CO2） CO2排出原単位（t-CO2/億円）

250,608

（単位：千円）

経費削減額 投資費用

水道·ガス·灯油·ガソリン等

購入電力

ハイブリッドカー購入

生ゴミ処理機購入

環境配慮設備設置費用等

ISO認証取得および審査等

687,648

600,000

700,000

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0

◆節電への取り組み
　当金庫は、照明の一部消灯や空調の適正な温度設定等
の節電に取り組んでいます。

商品名  優遇内容 優遇対象

住宅
ローン

0.1%の
金利優遇

太陽光発電システム、エコキュート、ガスエンジン給
湯器（エコウィル）、潜熱回収型ガス給湯器（エコ
ジョーズ）など環境に配慮した住宅設備をする場合

◆環境融資商品

令和５年10月導入　EV　ニッサンサクラ
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この冊子は大切な地球環境を守るため、環境にやさしいベジタブル
オイルインキ100%を使用しています。しんきんは、環境に優しい
取り組みを地元のみなさまとともに行っています。

SDGｓへの取り組み
令和元年11月15日、当金庫はＳＤＧｓ宣言を策定・公表しました。
「ＳＤＧｓ取組目標」には、環境・社会・ガバナンスの３側面から50項目の目標を掲げています。
今後もSDGｓ関連情報を積極的に発信し、お取引先企業の取組支援にも注力してまいります。

地域のみなさまのために
◦「うごくる。」など近隣市町村のSDGsプラットフォーム事業に協力
◦�お取引先企業の長野県SDGs推進企業登録を支援

事業活動におけるCO₂排出量の削減
◦�2019年から2030年でCO₂排出量を41.0％削減します�
（パリ協定の目標に従い、2013年から2030年で50.0％削減）

各種機関との連携
◦��三井住友海上火災保険㈱と「SDGsに関する包括連携協定」を締結、�
SDGsサポートサービスによるお取引先企業のSDGｓ取組支援
◦�地方創生SDGs官民連携プラットフォームに入会

女性の働きやすい職場環境の整備と
女性職員の活躍推進
◦�2030年度終了時点で、全課長格以上の職員に占める�
女性課長格以上の職員の割合を15％にします

職員への啓蒙活動
◦�勉強会の開催、参考図書を全店配付

創業支援関連融資の実行
◦�2030年度終了までに、創業関連融資を600件実行します�
（毎年50件）

環境負荷削減の取り組み
◦EMS（環境マネジメントシステム）による環境保全活動
◦タブレットを使用した会議、営業活動
◦出資証券の電子化
◦カーボンオフセット通帳、再生紙、ベジタブルインクの使用
◦グリーンボンドの購入
◦天竜川水系環境ピクニックへの参加

環境配慮型商品の販売
◦農業被害等緊急対策資金「畑のお守り」
◦各種ローンのWEB申込
◦エコ住宅金利優遇
◦家畜疾病経営維持資金
◦省エネに係る利子補給金の取り扱い
◦自然エネルギー融資商品の利用推進
◦再生可能エネルギー事業者への貸出
◦脱炭素取組支援のためのe-dashサービスの紹介

地域貢献活動
◦災害備蓄品配備
◦株主配当品の養護施設への継続的寄附
◦「3010（食品ロス削減）運動」の推進
◦災害用食糧の備蓄
◦特別養護老人ホームボランティアの実施
◦AED全店配置
◦フードドライブへの協力
◦「信用金庫の日」募金
◦スポーツ、教育、文化関連事業への協賛
◦竹林整備作業へのボランティア協力

地域密着金融
◦AML/CFTの実践、特殊詐欺防止対策
◦アグリパートナー/アグリパートナーⅡ（農業融資の拡大）
◦医療、福祉関連分野の融資推進
◦SDGs私募債受託による教育機関向けの寄附
◦教育資金利子補給制度への協力
◦NPO法人向け融資商品「ムトス飯田支援資金」
◦南信州地域活性化事業「三つ星プロジェクト」
◦起業、創業、M&A、事業承継支援
◦クラウドファンディング応援サイト「collabo」の運営
◦認定支援機関として各種補助金を推進
◦長野県の地域再生計画による支援
◦自金庫アドバイザーによる経営相談
◦長野県建築士会との連携協定
◦地方版総合戦略への参画
◦リニア周辺施設に対する融資促進

人材育成
◦認知症サポーター資格の取得
◦中学生、高校生向けインターンシップ、金融教育の実施
◦チャレンジする職員の養成
◦女性職員を中心としたマネーアドバイザー制度の運用
◦女性の働きやすい職場環境の整備と女性職員の活躍推進

積極的な情報発信
◦ディスクロージャー誌の発行
◦リニアレポートの発信・リニア関連講演活動の実施
◦飯伊地区「産業経済動向」の発行

お客さま満足度向上の取り組み
◦お客さまアンケートの実施� ◦お客さまサービス係の設置
◦紛争解決措置態勢

内部管理態勢の充実
◦統合的リスク管理態勢� ◦コンプライアンス徹底態勢
◦総代会制度

当金庫は、２０１５年９月の国連サミットで採択された「SDGs（持続可能な開発目標）」を日々の
活動に結び付け、「地域に寄り添い、お客さまと強い絆で結ばれた南信州の価値向上に貢献す
る金融機関」という経営ビジョンのもと、持続可能な社会の実現に努めてまいります。

飯田信用金庫�理事長　宮嶋　徹

飯田信用金庫
「ＳＤＧｓ宣言」
Environment（環境）

Governance（ガバナンス）

長野県SDGs推進企業登録制度

Social（社会）

その他の取り組み

飯田信用金庫「ＳＤＧｓ宣言」




